






そこ (カフェ) から出てくる人は, 入ってきた時
より 4倍も精神が鋭くなったと思わぬものはいな
い｣ [渡辺, 37頁] [岩波文庫 102頁] と述べて















































江戸川大学 ライフデザイン学科教授 都市社会学, コミュ
ニティ論
































ビブラ｣ では, 2009年 11月現在, 神田神保町周
辺の範囲で 29軒の喫茶店を紹介している｡ 著者


















調 査 者：江戸川大学, 大内田鶴子・土屋薫













































































































として捉えた (Richard Florida, The Rise of the










Talent Index (能力指標) は大卒者の割合で,
Tolerance Index (寛容性指標) はゲイの割合や
｢ボヘミアン｣ の人口に占める割合で測定してい
る｡ ｢ボヘミアン｣ とは, 作家・芸術家・ディレ
クター・カメラマンなどの職業者である (Flor-





コア｣ と ｢創造的専門家｣ からなる｡
Super-Creative Core超創造的コアとは次
のような職業である｡
Computer and mathematical occupations
コンピュータ関係, 数学・統計学関係の職業
Architecture and engineering occupations
設計やプランニングの職業, 様々な分野の技
術者
Life, physical, and social science occupa-
tions 生命・自然科学, 社会科学関係の研
究・教育的職業
Education, training, and library occupations
教育・訓練・図書館関係の職業







Business and financial operations occupa-
tions 企業経営や財務に関する専門的職業
Legal occupations 法律に関する職業
Healthcare practitioners and technical occu-
pations 介護士や療法士などの職業





















記者・編集者 10人, デザイナー 8人, 情報処理
技術者 5人, 研究者・大学教員 4人, 経営コンサ
ルタント 4人, 図書館司書 3人, 大学以外の教員,
著述家, 社会福祉事務専門員はそれぞれ 1人, そ





















この調査は, 平成 19年から 20年にかけて, 江
戸川大学共同研究費により, 初年度はヒアリング












た｡ また ｢事務員・販売員・工員｣ の回答者の割
合も同団体において高かった｡ ｢大学教員・専門
職｣ と ｢学生｣ の比率が, ｢本と街の案内所来所
者｣ グループで高かった｡ 自営業と回答した人の
76.3％が ｢古書籍商業協同組合神田支部｣ の回答
者であり, この調査における ｢自営業者｣ とは,
ほぼ古書店経営者であると考えてよい｡ ｢自由業｣
｢主婦・パート｣ ｢無職｣ の構成比が高いのが ｢神








｢さぼうる｣ 47件, 次いで ｢ドトールコーヒー｣
30件, ｢カフェテラス古瀬戸｣ 20件, ｢ラドリオ｣






















する会｣ ｢神田雑学大学｣ のすべてで, 概ね 1位
と 2位が, ｢さぼうる｣ と ｢ドトール｣ であった｡
異なる傾向を示したのが ｢本と街の案内所来所者｣
で ｢ラドリオ｣ と ｢ティーハウスタカノ｣ が 1位






が最も多く, ついで ｢打ち合わせ｣ ｢雑談｣ ｢一人
で考えごと｣ ｢読書｣ が多い｡ ｢雑談｣ ｢打ち合わ
せ｣ を応接間としての利用とすると, 28.3％,
｢休憩｣ ｢時間つぶし｣ ｢考えごと｣ ｢読書｣ ｢パソ
コン｣ を一人での利用, 書斎・リビングルーム的





1～2回程度の人が最も多い (41.1％) が, 週 2～3
回の人が 31.6％, 毎日の人が 12.2％いる｡
喫茶店の利用頻度で ｢毎日｣ と回答した比率の
高い職業は, ｢事務員・販売員・工員｣ と ｢自営
業｣ であった｡ この調査の場合 ｢自営業｣ 者のほ
とんどが古書店関係者である｡ ｢週 2～3回｣ と回
答した比率の高い職業は, ｢管理的職業｣ ｢大学教
員・専門職｣ ｢自営業｣ ｢自由業｣ であった｡ これ




同組合神田支部組合員｣ は ｢毎日｣ が 16.2％,
｢週 2～3 回｣ が 40.5％で, 合計 55.7％が週 2～3
回以上喫茶店に通う, ヘビーユーザーであると言
える｡ ｢本の街・神保町を元気にする会｣ も ｢毎
日｣ と ｢週 2～3 回｣ のヘビーユーザーが多い
(13.4％, 41.0％)｡ ｢本と街の案内所来所者｣ は
｢月 1～2回｣ が最も多く (51.4％), ｢神田雑学大

















｢自営業｣ ｢学生・無職 (同率)｣ ｢管理的職業｣
｢大学教員・専門職｣ の順に構成比が高い｡ これ
らに対して ｢事務員・販売員・工員｣ は ｢電話で｣









｢よく書く｣ ｢時々書く｣ の割合が高かった (両者
合わせて 61.7％)｡ ところが, 回答者グループ別
にみると, ｢古書籍商業協同組合神田支部員｣ の
場合, ｢ほとんど書いたことがない｣ ｢あまり書か













カラオケパセラが 11件, 東京古書会館が 8件,
カラオケ館・学士会館・千代田区立図書館がそれ
ぞれ 7件であった｡ カラオケ屋 2件分を合わせる





















ている ｢地元人｣ であるが (千代田区内 81.9％),
そのうち 70％の人が良く行く喫茶店を持ってい


















( 2 ) 2007年度江戸川大学共同研究費調査 (研究代
表大内田鶴子, 共同研究者土屋薫)｡
( 3 ) アメリカの職業分類は, アメリカ合衆国労働統
計局 U. S. Department of Labor の社会的職業
のリスト List of SOC Occupations 標準職業分















参照されたい｡ また, 紙幅の都合上, 集計表は割
愛した｡




( 6 ) カイ二乗検定値 0.000 以後コンマ以下のみ記
載｡
アメリカ合衆国労働統計局の社会的職業のリスト標準
職業分類 (United States Department of Labor,






巌本善治編, 1930年, 『海舟座談』 岩波文庫, 青1001
大内田鶴子, 2008年, ｢古書と出版の比較文化論
比較出版都市論のための試み イギリス編 ｣
江戸川大学紀要 『情報と社会』 No. 19





紙 (上)』 岩波文庫 340056
脇村儀太郎, 1979年, 『東西書肆街考』 岩波新書 (黄
版)







1 あると回答した人が 174人 68.2％であった｡
よく利用する喫茶店が有ると回答した人を職業
分類別に分析してみた｡ 自営業において有りとす








主婦・パートは ｢無い｣ が 81.8％であった｡ それ






る｣ 47件, 次いで ｢ドトールコーヒー｣ 30件,
カフェテラス古瀬戸 20件, ラドリオ 17件, カフェ・






ぼうる｣ と ｢ドトール｣ が同数で一位であった｡
神田雑学大学の関係者の回答でもっとも多かった
のは ｢さぼうる｣ で, 2位の ｢ミロンガ｣ を引き
離していた｡ 本の街・神田神保町を元気にする会
に関係した回答者では, 一位 ｢さぼうる｣ ｢ドトー






28.3％, 二位は ｢打ち合わせ｣ 17.2％, 三位は






解釈を試みると, ｢雑談｣ と ｢打ち合わせ｣ (応接
間がわりの利用)が合計で 28.3％, ｢休憩｣ ｢時間
つぶし｣ を一人での利用と考えると合計 36.9％で
ある｡ ｢考えごと｣ ｢読書｣ ｢パソコン｣ を書斎代





















頻度は, 月 1～2回の人が 41.1％で最も多く, 次
いで週 2～3回 (月にして 10回前後) が 31.6％,






2～3 回の人が 35.3％, 毎日の人が 12.2％である




業, 大学教員・専門職, 自営業, 自由業はそれぞ
れ ｢週 2～3回｣ の利用頻度への回答者が最も多
い｡ これに対して, ｢毎日利用｣ と回答した人の
構成比が高い職業は ｢事務員・販売員・工員｣ と
｢自営業｣ であった｡ 学生, 主婦・パートは, 月
1～2回の頻度の人が多い｡
団体別に利用頻度をみると, 古書商業共同組合





会も ｢毎日｣ と ｢週 2～3回｣ 利用するヘビーユー
ザーが多い (13.1％,41.0％)｡ ｢月 1～2 回｣ の利
用者も 41.0％いる｡ 本の街案内所来所者では,
｢月 1～2回｣ が最も多く 51.4％である｡ 神田雑学
大学では, ｢毎日｣ と ｢週 2～3回｣ の人は他と比





は, ｢喫茶店で会って｣ が 33.8％で最も多く, 次
いで ｢個人の eメールで｣ が 22.2％, 三番目が電
話で 21.4％であった｡
同じ質問で, よく用いる方法の第二位をたずね


































には差異があった (.000)｡ ｢喫茶店で会って｣ の
構成比が高い職業を順にあげると, ｢自由業｣ ｢自
営業｣ ｢学生・無職 (同率)｣ ｢管理的職業｣ ｢大学
教員・専門職｣ の順に構成比が高い｡
これらに対して ｢事務員・販売員・工員｣ は










スや学校の部屋で会って｣ が 47.6％で, 次が ｢喫
茶店で会って｣ 20.1％であった｡ 二番目に良く利



























よく書くが 25.5％いて, 時々書く人が 36.2％, 両
者合わせると 61.7％にのぼる｡
手紙・日記・原稿を書く人の割合は, 女性の方
が若干高かった (男性 57.5％, 女性 68.5％)｡
団体別にみると興味深い結果が得られた｡ 古書
籍商業協同組合では 44.4％が ｢ほとんど書いたこ
とがない｣ と回答し, ｢あまり書かない｣ と合わ
せると 69％にのぼる｡ これに対して, 他の 3団





が 85.4％で, メールの利用が 75.7％と接近してい
る｡
写真が 30.4％, 検索が 35.2％で類似した結果に
なっている｡ SNSとしての利用は 13.8％で, ブ





以上が 40.2％で最も多かった｡ この選択肢は, ヘ
ビーユーザーを意味しており, ネット検索や文書
作成は当然のこととして含まれている｡ 次いで,














ところでは, ｢毎日 4時間以上｣ の回答者が, ｢大
学教員・専門職 (65.6％)｣ と ｢自営業 (52.6％)｣





分類で見ておこう｡ ｢仕事で 4時間以上｣ と回答
神田神保町と喫茶店 33
している人は, 情報処理技術者 100％, 文芸家・
著述家 100％, 社会福祉事業専門員 100％, 図書
館司書 100％, デザイナー 87.5％であった｡ 記者・
編集者は ｢仕事で 4時間以上｣ は 55.6％, ｢メー























ターが 13件, カラオケパセラが 11件, 東京古書
会館が 8件, カラオケ館・学士会館・千代田区立
図書館がそれぞれ 7件であった｡ カラオケ屋 2件














男性が 61.1％ , 女性が 38.9％であった｡
問Ｂ あなたの年齢を教えてください｡
年齢は回答者の 43.4％が 39 歳以下, 56.6％が
40歳以上で年配者が若干多い｡ 10歳階級別では,














2. 教員・専門職 33人 13.4％
3. 事務員・販売員・工員 62人 25.2％
4. 自営業 38人 15.4％
5. 自由業 9人 3.7％
6. 学生 16人 6.5％
7. 主婦・パート 11人 4.3％
8. 無職 19人 7.7％
9. その他 34人 13.3％
問Ｆ 問Ｅで, 2. 教員・専門職 4. 営業 5.
自由業と回答した人は次の分類の中から一
つ選んで○をつけてください｡ 選択肢があ
てはまらない人は, 19. その他 ( ) に
具体的に記入してください｡ 77人
1. 研究者・大学教師 (4)
2. 技術者 (機械・電気・化学・建築・土木・
農林・海洋・その他) (0)
3. 情報処理技術者 (5)
神田神保町と喫茶店34
4. 教員 (幼稚園・小学校・中学校・高等学校・
その他) (1)
5. 文芸家・著述家 (1)
6. 記者・編集者 (10)
7. 彫刻家・画家・工芸美術家 (0)
8. デザイナー (8)
9. 写真家・カメラマン (0)
10. 音楽家 (0)
11. 俳優・舞踏家・演芸家 (0)
12. 職業スポーツ家 (0)
13. 社会福祉事業専門員 (1)
14. 個人教師 (0)
15. 鑑定士 (0)
16. 経営コンサルタント (4)
17. アナウンサー (0)
18. 図書館司書 (3)
19. その他 (39)
神田神保町と喫茶店 35
